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世界農業遺産「大崎耕土」と連携し里山ため池の生態系を復元 

シナイモツゴとゼニタナゴが「国内希少野生動植物種」指定 
生息池保全と新たな里親活動に注力 

2025年度上期の活動（1～6月） 

 
当会は、地域の方々と連携して 2002 年から

ブラックバスとアメリカザリガニ退治を続

け、里山のため池に生息する貴重な生き物を

守ってきました。大崎市鹿島台地区の里山た

め池では絶滅寸前だったゼニタナゴとシナイ

モツゴが復元し、現在、両種が混生する大群

を見ることができるようになりました（右写

真）。 

 

ゼニタナゴ・シナイモツゴが「種の保存法」 

国内希少野生動植物種に指定（2 月 12 日） 

2025 年 2 月 12 日に施行された種の保存法

の改正により、ゼニタナゴが国内希少野生動

植物種特定第一種（動物では初めて）、シナイ

モツゴが特定第二種に指定されました。これ

らの希少種指定に適切な対応を図るため 2/15

開催のミニシンポジウムでは環境省野生生物

課希少種保全推進室に依頼して、オンライン

講演をいただき、会員の疑問に回答していた

だきました（当会 URL；25 ミニシンポジウム

講演要旨と議事録参照）。今後も、行政機関と

協議しながら、地域の方々・学校・企業と連

携して、ため池群の希少種保全と取り組んで

まいります。 

急激な温暖化への対応 

年間平均気温の急激な上昇、少雨・干ば

つ、豪雨・洪水などにより、水辺の生き物た

ちは繁殖が困難になり各地で全滅の危機にさ

らされています。さらに、冬季の気温上昇に

より、温暖な気候を好む外来種は繁殖力を強

め分布域を北上させつつあります。 

アメリカザリガニも温暖なミシシッピー

川河口周辺を原産地としているため、近年、

繁殖力を増して小型ザリガニが増加し（下写

真）、被害が拡大しています。現在、小型ザリ

ガニ専用のトラップや連続捕獲装置を開発

し、小型ザリガニの防除に取り組んでいます

（P5参照）。 

温暖化の影響は様々な保全現場で認められ

ています。特に秋産卵のタナゴ類において

は、産卵基質である二枚貝のへい死等により

繁殖困難に陥ったケースが増加しています。

二枚貝の保護方法など緊急課題への対応が必

要です。11月大崎市で開催する「2025 年度水

辺の自然再生共同シンポジウム」では温暖化

の影響と対策をメインテーマに設定して、情

報提供と意見交換を行う予定です。是非、ご

参加ください。（当会 URL 参照 ：

https://www.shinaimotsugo.com/） 

 

 

https://www.shinaimotsugo.com/
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新たな里親活動の展開 

里親小学校と里親企業が主体となって、シ

ナイモツゴ稚魚を卵から育てて、ブラックバ

スを退治したため池へ放流し、生息池の拡大

を図ってきました。これによりシナイモツゴ

の生息池を 1993 年再発見当時の 2か所から

2025年現在 7 か所に増やし、旧品井沼周辺た

め池群を確立しました。その内 4 か所にゼニ

タナゴが生息しています。これらのため池の

一部で、シナイモツゴやゼニタナゴが壊滅的

な被害を受けても他のため池から導入するこ

とにより、復元することが可能になりまし

た。今後はこれらの池を保全することに注力

したいと考えています。 

シナイモツゴやゼニタナゴなど絶滅危惧種

が生息するため池を長期保全するためには、

アメリカザリガニやブラックバスなど侵略的

外来種の防除の徹底、繁殖環境の整備、ため

池を管理する農業者の支援が不可欠です。こ

のためには、まず、ため池の管理者である農

業者、土地改良区、大崎市との連携を深め、

対応策を検討し実践します。次に、保全の必

要性と成果を広範に発信することにより、宮

城県、環境省、農水省、国交省等行政機関か

ら指導と支援をいただき、同時に国民的な支

援をいただければと考えています。 

しかし、急激な温暖化により大規模な干ば

つが発生する恐れもあり、その場合は、ため

池群の全てで壊滅する事も想定されます。こ

のような最悪の事態に対応するためには水槽

飼育などにより生息域外保全を図る必要があ

ります。現在、仙台うみの杜水族館で生息域

外保全の一環としてシナイモツゴの水槽飼育

を継続していただいています。 

今後、里親小学校と企業では、ため池へ毎

年放流することはなくなるものの、環境教

育・啓発の理解を深めるための実物展示用と

して飼育を継続する予定です。飼育に当たっ

ては、当会が稚魚を提供し、遺伝的多様性の

維持と兄弟種のモツゴや他系群のシナイモツ

ゴと交雑しないよう、当会が責任を持って管

理、指導することになっています。万一、シ

ナイモツゴが全域で壊滅した場合は、環境省

等の指導機関と協議し、最後の手段として飼

育中のシナイモツゴを放流し復元を図ること

もあり得ると考えています。 

一方、当会は 10年前から学校や一般向けに

環境教育の展示用としてゼニタナゴを水槽飼

育しています。2 月にゼニタナゴが国内希少

野生動植物種特定第一種に指定されたことを

受けて、今年は環境省に認定を受けて、飼育

を継続しています。今後、ゼニタナゴ飼育の

マニュアルを作成し、シナイモツゴと同様に

厳格な里親規約を策定した上で、関係機関と

協議しながら、里親学校や企業でも飼育可能

にすることを考えています。 

里親学校と企業が育てたシナイモツゴとゼ

ニタナゴが仲良く泳いでいる姿を多くの方々

に見ていただき、豊かな自然のあるべき姿を

実感してもらえればと思います。さらに、両

種の水槽飼育が、万一の場合に備えた生息域

外保全の取り組みとして貢献できるようにし

たいと考えています。 
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理事 浅野功 

コロナ感染症がほぼ終息し、おかげさまで昨年度から通常な形で総会開催をいたしました。 

総会概要についてお知らせいたします。 

１ 開催期日と場所  

令和７年２月１５日（土） 

 大崎市鹿島台 尾梶会館 

 

２ 出席状況     

会員総数４７名の内、４２名 

（内委任状１６名）の出席とな 

り総会成立 

 

３ 議案審議について 

１号議案 令和６年度事業報告と収支決算報告  

２号議案 令和７年度事業計画案と予算案 

３号議案 助成金獲得などに伴う予算案の変更の取り扱いについて 

４号議案 融資限度額について       

５号議案 役員改選について 

 

主な審議内容 

１） 令和６年度事業報告と収支決算及び令和７年度事業計画と予算案について 

事業等についてはシナイ通信等ご覧いただきます。 

・令和６年度収支決算額      ・令和７年度収支予算額 

収入額    6,236,974 円             4,946,000 円 

支出額    4,541,055 円              4,946,000 円 

（内事業費 4,288,919 円）            （4,250,000 円）         

残 額     1,695,919 円（７年度へ繰越）       0 円 

 

主な収入は昨年度の繰越金（161万円）、

３団体からの助成金（258 万円）や自然再

生ツール実費提供収入（74 万円）、寄付金

（46万円）等で、主な支出はシナイモツゴ

等保護・復元事業として（51 万円）、外来

種対策事業（113 万円）や自然再生ツール

実費提供事業（47 万円）、啓発宣伝事業

（74万円）等に経費を支出いたしました。

なお、当会の事業期間は 1～12 月だが、助

成事業の期間が 4 月～翌年 3 月であり翌年

1～3月の事業費を確保するため、繰越金が

やや多くなっています。 

２）役員改選について 

欠員の理事を補填するため、新理事とし

て菊地雄一氏と小野寺六郎氏２名の選出を

諮ったものです。 

審議状況について 

（1）全般にわたって意義なく原案どお

り承認を受けました。 

（2）温暖化に伴うシナイモツゴの産卵

期の変化、里親小学校活動への影

響、アメリカザリガニの生態等事

業面で質疑応答がなされました。 

 

総会終了後「2025年水辺の自然再生ミニ

シンポジウム・地域研修会」が行われまし

た。 
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小型アメリカザリガニ用連続捕獲装置を開発 
                                                                        理事長 高橋清孝 

 

 

温暖化により年々平均気温が上昇しており、特に 2023～2024 年には驚異的に上昇し、

2025 年も継続している。アメリカザリガニはミシシッピー川河口周辺を原産地としており温

暖な気候を好み繁殖力を増している。当会は増加傾向の小型ザリガニを効率的に捕獲するた

め、小型ザリガニ専用トラップを開発し、頭

胸甲長 30mm 以下のザリガニを選択的に大量

捕獲することができるようになった 1）。これ

により、前年の秋生まれと当年の春生まれの

0 才の小型ザリガニを効率的に捕獲すること

ができる。その後も小型ザリガニは増加傾向にあ

り、2024年には専用トラップによる小型ザリガニ

の平均捕獲数（CPUE）が、連続捕獲装置による大

中ザリガニの平均捕獲数を上回った 2）。小型ザリ

ガニ捕獲の効率化を図るため、2024年に小型ザリ

ガニ専用連続捕獲装置を考案し、保全池で捕獲試験を行いながら改良を加えた。2025 年 4 月

に小型ザリガニ専用連続捕獲装置の実証実験を保全池で開始、現在、継続実施中である。4

～6 月の平均捕獲数（CPUE）は 6 月中旬以降急増し 85～107 尾/台、従来型の小型ザリガニ専

用トラップに比べ 4～5 倍であった（図 1）。捕獲ザリガニの頭胸甲長は小型ザリガニ専用連

続捕獲装置ではおおむね 30mm 以下であるのに対し、従来型の連続捕獲装置では 10～46mm の

広範な甲長のザリガニを捕獲していた（図 2）。捕食実験により大型のザリガニが 28mm 以下

の小型ザリガニを捕食することがわかっており（高橋未発表）、小型ザリガニ専用連続捕獲

装置は侵入口に22mmネットを設置することによ

り大型ザリガニの侵入を阻み、小型ザリガニが

入網し易くしている。さらに、給餌器を設置し

た明室に侵入した小型ザリガニは摂餌後に暗室

へ移動するので、明室が常に低密度に保たれる

ことにより、入網し易い状態が継続していると

考えられる。 

参考文献 

1）高橋清孝・長谷川政智（2022）アメリカザ

リガニを防除するための効率的な捕獲方法、効

果調査、有効活用、2022 年水辺の自然再生共同

シンポジウム要旨集 69-74、（当会 URL）. 

2）高橋清孝・長谷川政智（2024）変わりゆく

里山水辺の生き物たち―新たなアメリカザリガ

ニ防除技術による里山水辺の生態系復元・保全

戦略、2024 年水辺の自然再生共同シンポジウム講演要旨集、13-20、(当会 URL）。 
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生息池 生息池

2005 年から継続放流して生息池を増やし、7生息池からなる旧品井沼周辺ため池群を確立 

ため池群の保全へシフト：地域ぐるみの繁殖保護（生息モニタリング、外来種防除、ゼニタ

ナゴの産卵保護等）、里親の水槽飼育による環境教育・生息域外保全、ため池農業者支援 

理事長 高橋 清孝  

 
里親活動の取り組み

と成果 

 2004 年に鹿島台

小の校庭池でシナイ

モツゴの飼育と繁殖

を開始、2005年から

町内のため池へシナ

イモツゴ稚魚の放流

を開始しました。以

来、21年間、里親小

学校（右図）や里親

企業（下図）が稚魚

を育てて、ブラック

バスを退治した安全

な池へ稚魚を放流し

てきました。これら

の地道な取り組みに

より、シナイモツゴ

生息池を 5 か所増や

すことに成功して、

7 か所の生息池から

成る旧品井沼周辺た

め池群を形成するこ

とができました。こ

れらのため池にはゼ

ニタナゴ等絶滅危惧

種を含む多くの在来

種が生息しており、国内でも最も豊かな自

然を有するため池群の一つとして、世界農

業遺産「大崎耕土」の一翼を担い、環境省

「自然共生サイト」に認定されています。

これらの成果は、シナイモツゴ里親活動に

よるところが大きく、これまでに参加され

た多くの小学校と企業に深く感謝します。 

今後の里親活動の取り組み 

現在、シナイモツゴの生息池は 7 か所、

その内 4 か所にゼニタナゴが生息していま

す。したがって、これらのため池の一部で、

シナイモツゴやゼニタナゴが壊滅的な被害

を受けても他のため池から導入することに

より、復元することが可能です。現時点で

生息池数は十分に確保されており、今後は

これらの池を保全することに注力する必要

があります。 

各生息池では、シナイモツゴとゼニタナ

ゴの繁殖状態を定期的にモニタリングしな

がら、必要に応じて外来種対策や水質・底

質を保全する対策を講じる必要があります。

特に、全国的に外来種被害が拡大し、温暖 
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化の影響が深刻化す

る中で、モニタリン

グを強化し、一部の

池で障害が発見され

た場合は迅速に対応

する必要がありま

す。この場合は、侵

略的外来種等の障害

を除去しながらシナ

イモツゴ・ゼニタナ

ゴを他の池から再導

入することになりま

す。この方式は、す

でに旧品井沼周辺た

め池群の中核ため池

でゼニタナゴが激減

した際に、アメリカ

ザリガニ防除の徹底

と併せ、他の保全池

から再導入すること

により、復元に成功

したことから、実現

可能であることが確

かめられています。 

 

 

 

里親による水槽飼育を継続、環境教育に

貢献しながら万一の事態に備える。 

急激な温暖化による干ばつ・洪水等や大

地震の発生により、ため池群の全てで壊滅

する事も想定され、この際の緊急避難的な

保全策も必要です。当会では、2020年から

両種の屋外水槽飼育を実施中です。これま

での飼育結果からシナイモツゴとゼニタナ

ゴは水槽で 2 年間飼育が可能なので、0 才

魚と 1 才魚を同時に飼育することにより、

万一の事態が発生した場合、余裕を持って

復元することができます。里親学校・里親

企業が、ため池で採集した卵や稚魚を水槽

飼育することにより、最悪の事態が発生し

た場合も、遺伝的多様性を維持した健全な

魚を確実に提供可能と考えています。これ

らの飼育魚は、学校その他の環境教育で生

きた教材として利用できるので、大変貴重

です。この事業は、地域ぐるみで取り組む

旧品井沼周辺ため池群の保全策として必要

不可欠であり、関係機関と協議しながら里

親小学校・里親企業との連携事業として継

続を図りたいと考えています。里親小学校

と里親企業の皆様、引き続きよろしくお願

いします。 
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シナイモツゴ PR 看板 20年ぶりに移設 
                                                                        副理事長 根元信一 

 昨年の春に、宮城県土木事務所より JR鹿

島台駅西側の街路建設事業に関連して、シ

ナイモツゴ PR 看板の移設依頼があり、私

（根元）が担当することになりました。 

 この看板は 20年ほど前に故三浦理事が担

当して設置したもので、原田ガラスさんの

御寄付により作成し、茂庭様の土地を無償

で借地していたものでした。郷の会の方々

に聞いても設置工事をした会社がわからな

かったので、地元の工務店に見積もり（撤

去と新設）をお願いしました。この時、移

設の場所が決まっていなかったので、鹿島

台総合支所地域振興課に相談したと

ころ、快く 3 か所の設置場所を提案

していただきました。理事会で検討

していただいた結果、設置場所は鹿

島台駅西口広場の北側歩道に隣接す

る場所に決まりました。   

予算があまり無かったので、図案

作成を高橋理事長に依頼し、地元工

務店に協力していただき、予算内で

作成設置することができました。こ

の結果、4月 3日に完成し、お披露目

することができました（河北新報

4/27 に掲載）。鹿島台の最大イベント

である互市でも一番目立つ場所に設

置できました（上写真）。 

看板の表面にはシナイモツゴとゼ

ニタナゴなど貴重な在来種が 100 年

以上にわたり地域住民によって守ら

れてきたこと等（中写真）、裏面に

は1996年以降ブラックバスとアメリ

カザリガニが侵入・繁殖し全滅の危

機に陥ったが、これらを地域ぐるみ

で退治することにより豊かな自然を

復元できたこと等が記載されていま

す（下写真）。 

是非、お立ち寄りいただき、鹿島

台の先人が残した貴重な生き物たち

を見ていただければ幸いです。他で

は見られない 100 年前の水辺の生き

物たちの営みとそれらを守るための最先端の取り組みを見ることができます。 

この度の看板移設に当たり、多くの方々にいろいろご相談に乗っていただき、大変ありが

とうございました。シナイモツゴ郷の会一同感謝しております。 
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2025 年水辺の自然再生ミニシンポジウム・地域研修会開催 
テーマ：里山里地水辺の自然再生と保全活動-外来種防除による希少種保全、成果と課題 

期日  2025 年 2 月 15 日（土）14：30～17：30  会場  尾梶会館（大崎市鹿島台平渡字上戸

下 27-6）  

主催  NPO 法人シナイモツゴ郷の会、旧品井沼周辺ため池群里山未来拠点協議会 
 

次  第  
趣旨説明  

高橋清孝（シナイモツゴ郷の会）  

講演 

1） ゼニタナゴの国内希少野生動植物種第一種指定について（オンライン講演・質疑） 

環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 皆藤 琢磨         

2）大崎市における希少動物保全の取り組み三宅源行（大崎市世界農業遺産未来戦略推進室） 

3）アメリカザリガニの捕獲による繁殖防止        佐伯光広（シナイモツゴ郷の会）          

4）アメリカザリガニ防除による水生昆虫・二枚貝の復元と今後の課題                                

長谷川政智・高橋清孝（シナイモツゴ郷の

会） 

◎休憩、試食会（予定）小型ザリガニビスクスープのレトルトパックの紹介と試食              

シナイモツゴ郷の会・南郷高校・宮城県水産高校・宮城県水産技術総合

センター 

5）50 年ぶりの里山ため池埋土種子発芽試験でわかったこと  南郷高校（早坂史郎）         

6）温暖化で激変、秋サケの動向と今後の行方（ビデオ講演・オンライン質疑） 

 帰山雅秀（北大名誉教授） 

総合討論                                           座長 高橋清孝         

 

【趣旨説明】  高橋清孝（シナイモツゴ郷の会） 

当会は、地域の方々と連携して 2002 年から

ブラックバスとアメリカザリガニ退治を続

け、里山のため池にしか生息できない貴重な

生き物を守ってきました。鹿島台地区の里山

ため池では絶滅寸前だったゼニタナゴとシナ

イモツゴが復元し、現在、両種が混生する大

群を見ることができるようになりました（写

真）。さらに、保全対象の「旧品井沼周辺ため

池群」は 2024 年 3 月に環境省「自然共生サイ

ト」に認定、アメリカザリガニについては、

2023 年 6月に条件付特定外来生物に指定、そ

して、種の保存法の改正によりゼニタナゴが

国内希少野生動植物種特定第一種（動物では

初めて）、シナイモツゴが特定第二種に指定さ

れ、2月 12 日に施行されました。このような

制度と法律の改正に適正に対応するため、本

シンポジウムで議論し、引き続き、行政機関

と協議しながら、地域の方々・学校・企業と

連携して、ため池群の希少種保全と取り組ん

で行きたいと考えています。また、豊かな自

然を守り続けるために取り組んでいる新たな

技術開発や生態系復元の成果についても報告

します。さらに、温暖化の影響は里山のため

池にも波及しており、対策の必要性と緊急性

に関する情報を共有するため、影響が最も深

刻化している東北太平洋沿岸河川の秋サケに

ついて、サケ研究の第一人者である帰山北大

名誉教授にビデオ講演・オンラインで質疑応

答してもらいます。 

 

【講演】 当会 URL 掲載の講演要旨をご覧ください。https://www.shinaimotsugo.com/ 
【総合討論】 

座長 シナイモツゴ郷の会 高橋清孝 

シナイモツゴ郷の会長谷川副理事長：シナイ

モツゴ郷の会でも、モニタリング調査とかザ

リガニ駆除で、ゼニタナゴやシナイモツゴが

捕獲される場合があります。また、例えば個

体をＤＮＡ解析のため大学等に送る場合等、

必要な申請について教えてほしいです。 

https://www.shinaimotsugo.com/
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環境省希少種保全推進室担当官：保全活動の

目的でというご質問かと思いますが、まずゼ

ニタナゴについては捕獲が規制されています

ので、東北地方環境事務所へ許可申請につい

てご相談いただければと思います。シナイモ

ツゴに関しては、保全活動目的でしたら許可

申請は不要なので、今までと同じように捕獲

していただけます。譲渡に関しては、ＤＮＡ

とか個体とは言えない状態であれば、基本的

には手続きが不要になります。例えば、トキ

の場合、羽は別途法律の条文で指定がありま

すが、ゼニタナゴやシナイモツゴに関しては

そういったパーツの指定はないので、今のと

ころは個体でなければ、譲渡の規制はないで

す。したがって、捕獲の許可だけ取っていた

だいて、分析に関して規制がかかることはな

いです。 

シナイモツゴ郷の会根元副理事長：シナイモ

ツゴやゼニタナゴを捕獲して、他のため池へ

移動させる時の申請は、どこでどのようにす

るのでしょうか。 

環境省希少種保全推進室担当官：まず、他の

池から取ってくるものを放すというふうに理

解しましたけれども、取るところに関しては

先ほどと一緒で、ゼニタナゴに関しては許可

が必要です。シナイモツゴに関しては販売の

目的以外でしたら大丈夫です。また、放流に

関しては種の保存法上、放流を禁止する条文

はないので特に手続きは必要ありませんが、

放流に関しては、結構不適切な事例も散見さ

れているので、日本魚類学会が放流に関する

ガイドラインを公表しています。その中で、

注意すべきポイントなどを学会がホームペー

ジ上に掲載しているので、それをご確認され

て適切に実施していただく必要があるかと思

います。 

座長：放流ですが、私たちは魚類学会のガイ

ドラインに沿って実施しており、遺伝的な多

様性を確保するために、様々な方法について

考慮して実施しています。今後、両種の放流

が必要になった場合は東北環境事務所に相談

しながら進めたいと考えています。 

仙台うみの杜水族館相沢氏：水族館でゼニタ

ナゴの飼育展示を伊豆沼サンクチュアリセン

ターと共同で実施していますが、年に一回ど

うしても水族館で足りなかった場合、補充を

お願いすることがあります。その場合の手続

きについて、水族館とセンターの両方で手続

きする必要があるか、それとも水族館だけな

のでしょうか。 

環境省希少種保全推進室担当官：基本的には

手続きが必要と思いますが、目的や契約関係

によって、手続きが変わってくるので、もう

少し詳細にお話を聞く必要があるかと思いま

す。東北地方環境事務所やあるいは私どもの

方に、一度ご連絡をいただき、スケジュール

を含めて、許可のご相談をさせていただけれ

ばと考えております。 

座長：関連しまして、シナイモツゴの場合も

飼育についてはやはり許可が必要となるので

しょうか。私たちの場合、小学校にシナイモ

ツゴの稚魚の飼育をお願いしております。ま

た、飼育魚の水槽展示等により環境教育に役

立てています。 

環境省希少種保全推進室担当官：結論から言

うと、シナイモツゴに関しては、許可申請は

不要だとは思っています。シナイモツゴに関

しては、販売頒布の目的で譲渡はできません。

販売頒布の目的以外であれば譲渡の手続きは

通常不要ですが、中心的な施設で繁殖させた

ものを子どもに里親として配るような場合、

それは良いのかとか、なかなか難しい点もあ

ります。そのような里親制度のようなお考え

の場合は、ご相談いただきたいと思っていま

す。 

会員：宮城のサケは激減しており、野生魚を
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増やすことでサケが増える見込みはあります

か。 

帰山講師：メタ個体群レベルでみると、野生

魚の総合的な適応度は人工のふ化放流魚より

高いです。しかし、適応度が高いからと言っ

て、生残率も高いと言うわけではないので注

意が必要です。宮城県には、北上川のような

暖水に適応したメタ個体群と三陸沿岸河川の

ように冷水(親潮）に適応したメタ個体群がい

ます。これまでの観察では冷水系に比べて暖

水系の方が温暖化に若干強いようにみられま

す。 

座長：縄文前期の縄文海進時にサケが減少し

ているが、代わりの魚としてどのようなもの

がありますか？ 

帰山講師：縄文前期の縄文海進時、全球の気

温は現在より 2℃ほど高かったです。その時、

青森県から富山県の日本海側では暖水系（対

馬暖流系）サケは生き残りましたが、三陸沿

岸では冷水系（親潮系）のサケが消滅しまし

た。 

なお、縄文前期において気仙沼の波怒棄館遺

跡からは暖流系のマグロ、タイ、カツオなど

が多く出土し、サケ遺存体はほとんど見られ

ませんでした。サケ遺存体が再び三陸沿岸に

出土するようになるのは縄文中期以降であり、

縄文末期以降には食料の1/3以上をサケが占め

るようになりました。 

座長：今日は南郷高校早坂先生には、埋土種

子でいろいろな成果を報告いただき非常にあ

りがたいと思います。今後、復元し保全する

というような、もう一歩進める概念について

どのような方法を考えていますか。 

南郷高校早坂氏：今のところ毎年、埋土種子

の栽培ということで、過去にどんな植物がい

たかということを探索しているにすぎない状

態です。その自然の働きを復活させる、回復

させるという可能性が見えて来ました。しか

し、現在、復元についてはアメリカザリガニ

にジュンサイを含め浮葉植物が食べられてし

まうこと、加えて土壌環境から見てもなかな

か難しいなと思います。もし可能であれば、

埋土種子を採取した小規模ため池で、保全の

魚類への負荷を考慮しつつも、水位を下げて、

土壌の回復等のために酸素を取り込み、日光

に晒す必要があると考えております。 

座長：最後に、大崎市の三宅さんが、市内の

100 か所のため池を調査され、詳細な結果を報

告していただきました。今後どのような方向

性を考えているか、教えてください。 

三宅講師：100 ｹ所調査をしてオオクチバスだ

とか、ブルーギルが入っているため池も多く

ありました。特にアクセスしやすいところは、

外来魚が入っている傾向が強いなというよう

な印象があります。大崎市内でため池は1000 ｹ

所以上あります。そういったアクセスのしや

すさ、しにくさとの間で関係性があるのであ

れば、かえってアクセスしにくい場所を狙っ

て調査をしていくだとか、そういった選択的

な調査の仕方もあるかなと思っております。 

座長：どうもありがとうございます。最後に、

東北大で私たちも大変お世話になった南先生

が来ていらっしゃいます。このシンポジウム

を最初から聞いていただいておりますので、

最後に先生、感想をお聞かせいただければあ

りがたいです。 

宮城大学南氏：今は宮城大学で教えているの

ですけれども、かつては高橋さんと一緒に仕

事をさせていただきました。前回震災前なの

ですけど、この会のシンポジウムに参加させ

て頂きました。それ以来となります。 

会の業績等はホームページ等で色々とこのシ

ンポジウムの内容を興味深く見せていただい

ています。今回の感想を含めて言いますけれ

ども、そのうちのいくつかというのはですね、

10 年前からいろいろと随分活動内容が発展し

てこられている感を強くしました。今日の講

演は多分野に渡っていて、サケまで出てくる

と思っていなかったのですけれども、どれも

これも非常に面白い成果、鋭い指摘、今後の

見通しについても色々意見を出すような内容

で非常に刺激的でありました。 

ただ、内容が多岐にわたり、瞬間的に頭の中

で整理していくのはなかなか難しいですが、

今日はっきり認識できたのは、キーワードが

ため池問題ということです。ため池関連の

色々のこと、ため池の様々な問題の解決に取

り組んでいくということで、一つ一つが全体

の課題にならされているように思いました。 

難しい問題もいっぱいありますけれども、一

つ一つ着実に対応していくというのも大事か

なと思います。ため池の重要性といってもで

すね、そう簡単ではないということは、もと

もとため池は農業のためにできたものですよ

ね。その農業の歴史的な進展、衰退も含めて

ですね、そういう問題がやはり深くなって、

単に生物の保護ということだけでは解決しな

いという非常に難しさもあると思います。幸

い、この地で農業に従事されている方が多く

関係しているというふうにお聞きしましたの

で、農業をしつつ、ため池の問題に取り組む

ということ、シナイモツゴ郷の会というのは
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非常にそういう風靡性というか力を、潜在的

に力を持ったグループだと思います。そうい

う有機的な繋がりも含めて、色々な課題に取

り組める力量を持った人たちの集まりだとい

うことを痛感いたしました。色々と生意気な

ことを言って申し訳ないんですけども、十年

以上ぶりで今回参加させて頂いて、次回はち

ゃんともう一回出席をさせていただいて、私

ができることがあれば参加したいと思います

ので、よろしくお願いします。 

座長：本当にありがとうございました。今年

の秋にはシンポジウムをできましたらまた市

役所の会議室をお借りして開催したい思って

おりますので、皆さんまたお出かけください。

今日はありがとうございました。 

  

 -里親など130名が参加  

菊地 雄一  

シナイモツゴ生息池の拡大を目的に、環境教育の一環として、毎年県内の小学校４校と企

業 2社にシナイモツゴの里親を依頼し、卵から一年間育てたシナイモツゴの稚魚を安全なた

め池へ放流しています。 

今年は６月２４日（火）に開催しました。朝から雨が降り続いたので心配しましたが、放

流する時間には雨が上がり無事開催することができました。 

自然共生サイト「旧品井沼周辺ため池群」の一つへ、鹿島台小学校 4年生 74 名と小牛田

小学校４年生 28 名、ケミコン東日本宮城工場の方々が参加して 200 尾の稚魚を放流しまし

た。放流後、シナイモツゴ郷の会による現地学習会、児童代表による感想発表を行い終了し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※写真:①ため池に到着、②実施要領説明、③シナイモツゴ放流、④児童代表の感想発表 
以下は当日参加した団体と機関です。 

鹿島台小学校（児童 74名、職員５名）、小牛田小学校（児童 28名、職員２名）、シナイモツゴ

郷の会、シナイモツゴ郷の米つくり手の会、広長地区行政区、山谷地区行政区、大崎市世界農業

遺産未来戦略室、大崎市鹿島台公民館、仙台うみの杜水族館、ケミコン東日本株式会社宮城工

場、報道機関 

2 １

3 4 
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 アクアマリンふくしま（いわき市）を訪れて 
門間忠良 

 恒例の移動研修会が、｛アクアマリンふ

くしま｝の見学会として催された。5 月 17

日、朝の小雨が止むこともなく降り続き、

補助椅子も使用する満席の中、11時頃目的

地に到着した（下写真）。 

 初めにシーラカンスの標本が、展示され

ているコーナーに行く。生きている化石と

言われる魚で、個人的には、深海で単独行

動だと思っていたが、先日 NHK テレビで放

映されたものを見ていたら、繫殖期だった

（高齢のため記憶不鮮明）と思うが、数尾

が行動を共にしていた。不明だったことが、

科学の進歩とともに解明されていく面白さ

を感じる。 

ここからエスカレーターに乗り、４階ま

で行く。水族館の見学コースは、上の階か

ら下へ向かって観るようになっている。ま

ず、福島県の川のヤマメやイワナから始ま

る上流から下流までの魚の生態、川岸には

植物も植えられて、程よい雰囲気を醸し出

している（右上写真）。トドやゴマフアザ

ラシなどを観ながら、サンゴ礁の海のコー

ナーにたどり着く。赤や黄色、オレンジや

青い魚が動きまわり楽しく、観る者を飽き

させない。 

 2 階に着くと潮目の海と言われる大きな

水槽があり、文字通り親潮と黒潮に分かれ

ている。福島沖周辺が境であり、両方の魚

を捕ることができる海域である。しかし温

暖化や、黒潮の大蛇行などの変化で危うく

なっている。福島の海で伊勢海老が取れ、

サンマの漁獲量が激減している。科学の進

歩が、人の生きる上で快適さ利便性の向上

になっているが、失っているものもあると

いうことを考えさせられる。 

 好天下あれば、私的には蛇の目ビーチと

いう磯、干潟、浜を散策しながら海のそよ

と吹く風にあたり、5 月の太陽の光にさら

されてみたいと思っていた。私事で 1 年間

は会の活動に参加できず、自然と触れ合う

ことも少なくなった。この日仲間と久闊を

叙し、新しいメンバーと共に旅をする楽し

さや喜びがあった。来年の移動研修会を今

から楽しみにしている。 
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2種のシーラカンスに感動 

シナイモツゴ郷の会 宮路憲昭 
 

令和 7年 5月 17 日（土）福島県いわき

市小名浜「アクアマリンふくしま」への移

動研修会に参加いたしました。アクアマリ

ンふくしまは 800 種約 7万点を展示・飼育

している東北最大級の水族館で、世界中の

淡水の身近な魚、珍しい魚、大水槽を悠々

と泳ぐカツオ・マグロ等を見ることができ

ました。 

今回、特に楽しみにしていたのは 2種類

のシーラカンス標本展示でした。シーラカ

ンスは生きた化石と呼ばれるように、約３

億年前から 6,500 万年前に生息、その後、

絶滅したと考えられていました。しかし、

1938 年アフリカの海で発見され、世界中

の話題となったそうです。写真付きで中学

の教科書に載っていた記憶があります。 

その後、1997 年に 10,000km 離れたイン

ドネシアの海で別種の「インドネシア・シ

ーラカンス」が発見されました。展示され

ていた標本は 120cm28kg のシーラカンスと

129cm22kg のインドネシア・シーラカンス

でした。思っていたより大きかったです。 

標本の胸鰭と腹鰭は付け根が筋肉で盛り

上がっていて、動物の前足や後足のように

自由に動かすことができ、肉
にく

鰭
き

と呼ばれて

います。これが四肢動物へ進化したと考え

られているそうですが、進化の過程を目の

当たりにしているようで大変興味深かった

です。 

2 種類のシーラカンス標本を展示している

のは世界でアクアマリンふくしまだけのよ

うです。アクアマリンふくしまは南アフリ

カとインドネシアの研究施設と提携して調

査研究・保全活動を行っているそうです

（アクアマリンふくしま HP より）              

シーラカンス標本以外では、深海魚のア

ブラボウズが迫力満点でした。タカアシガ

ニと一緒の水槽で悠々と泳いでいました。

アブラボウズは全身トロの魚と言われてお

り美味しいですが、ワックス成分が多いの

で食べ過ぎるとお腹を壊す、ちょっと危な

い魚です。 

水族館を見学した後、近くのの鮮魚店でメ

ヒカリ、ヤナギムシガレイをお土産に買い、

帰路に着きました。 

今回の移動研修会を企画・準備して頂いた

皆様、本当にありがとうございました！ 

 

肉
にく

 鰭
き
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水辺の仲間たち －その 30－ 

品井沼のヒ シ類  

                             佐藤豪一（シナイモツゴ郷の会） 
 

ヒシは日本全国の沼や川に繁茂する一年草の水草

で、果実を食用にします。 

旧品井沼の水路にはヒシとオニヒシの 2 種が生息

しています。 

ひし形の葉を水面上に広げ、葉の近くのふくらみ

は、内部がスポンジ状になっており、浮きの役目を

しています。細長い茎を

水中に伸ばし、途中には

羽毛のような水中葉がた

くさんあります。小さく

て白い花を付けます（図

1）。受粉後は花が水中へ

もぐり、トゲのある果実

になります（写真1）。果

実は秋に水底へ沈んで種

子になり、冬を越しま

す。 

昭和初期まで鹿島台付近にあった品井沼にはヒシ

がたくさん生え、普段の食料や、米が凶作の際に備

荒食とされていたそうです。晩夏の収穫期に

は沼に浮かんだ菱取り舟からゆうちょうな菱

取り唄が流れ、それを見物する人でにぎわ

い、その光景は品井沼の名物であり風物詩で

もあったようです。 

ヒシの実は若い種子の内に収穫し、塩ゆで

にすると柔らかいので、枝豆と同様にして食

することができます。成熟した実は硬い皮を

むくのが大変ですが、これを炊き込んだヒシ

ご飯は絶品です（写真 2）。 

品井沼は江戸時代には面積が約 1800 ヘクタ

ールほどありましたが、新田開発のため仙台

藩直轄事業として 1693 年に大規模な干拓が始

まり、約300年かけてすべて水田へと姿を変え

ました。 

鹿島台では、毎年9月に宮城菱取り唄全国大

会が開催されています。この歌を聴いている

と、かつての品井沼名物ヒシを中心に、湖畔

の人々と様々な生き物が織りなす豊かな自然

を思い描くことができます。 
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シナイモツゴ BCC 通信 373 号 

（2025 年 4 月 7 日配信） 
      会員の情報共有のための配信メール（1～3回/月）です。 

             受信ご希望の方はご連絡下さい。 

皆様 

おかわりありませんか？ 

桜の開花はまだですが、梅や花壇のスイセンなど満開で本格的な春が到来しました。 

●恒例の移動研修会を 5月 17 日（土）に開催します。 

 いわき市、アクアマリンふくしまを中心に訪問、研修します。 

 詳細を添付ファイルでご確認の上、参加をご希望の方は浅野事務局長へ4月 18日（金）ま

で浅野事務局長へご連絡ください。 

 定員 25 名ですので、早めにご連絡ください。 

●アメリカザリガニの防除活動を開始します。 

4/19（土）に大規模ため池の全域へ捕獲装置を設置、4/26（土）から本格開始予定です。 

 今年 2月 12 日にゼニタナゴが国内希少野生動植物種特定第一種指定されました。 

ザリガニを捕獲する際に保全池に生息するゼニタナゴが混獲されることもあるため、 

環境省から捕獲許可証を発行していただき、例年どおり防除活動を実施できることになりま

した。 

原則として捕獲ゼニタナゴは計数の上、全数放流します。 

防除活動に参加希望の方は 高橋までご連絡ください。 
 


